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ライブ配信タイムテーブル 

第１日目 1１月２７日（土） 

ミーティングルーム A ミーティングルーム B ミーティングルーム C 学会ミーティング 

9:00-10:30 

公募ワークショップ01(土-A-1) 

地域における臨床倫理支援 

10:30-10:40 休憩 

10:40-12:10 

公募シンポジウム01(土-A-2) 

臨床倫理コンサルテーションの

境界を探る 

公募ワークショップ02(土-B-2) 

希少難治性疾患のELSIの現在 

公募ワークショップ03(土-C-2) 

中・高・大学連携におけるバイ

オエシックス教育 －第2弾－ 

12:10-13:50 昼食 
評議員会 

12:20-13:40 

13:50-15:20 

大会企画シンポジウム（土-A-3） 

臨床倫理委員会と臨床倫理コン

サルテーションの現状と課題 

公募ワークショップ04(土-B-3) 

配偶子提供に関わる倫理と意思

決定─躊躇と受容の要因分析 

公募シンポジウム02(土-C-3) 

医学研究における不適切な意思

決定と組織環境の分析 ～医療

従事者対象のウェブ調査から見

えてきたもの～ 

15:20-15:30 休憩 

15:30-17:00 

国際交流委員会企画  

国際シンポジウム(土-A-4) 

臨床現場の改善とその課題 

Ethical Problems in Clinical 
Settings: Burnout and Long-
term Care 

公募シンポジウム03(土-B-4) 

第三者が関与する家族形成とセ

クシュアル・ライツをめぐる倫

理的問題の検討 ―子供が欲し

い人の想いと配偶子を提供した

い人の想いー 

公募シンポジウム04(土-C-4) 

CRB & IRB Joint conference

理事会 

17:10-18:10 
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ご参加にあたっての注意点

1. ライブ配信（ZOOMミーティング・ウェビナー）参加の注意点

 ZOOMミーティング・ウェビナーへの接続方法については、大会ウェブサイトの参加登録・案内に

掲載されている「Zoomウェビナーの接続の仕方」を参照して下さい。

 複数の動画を同時に視聴することはできません。

 安定な通信のため、有線LANでの接続を推奨します。

 スマートフォンでの視聴は推奨しておりません。

 ZOOMミーティング・ウェビナーの内容を何らかの方法で録画・録音しないでください。

 ZOOMミーティング・ウェビナーの ID、パスワードを他人に知らせないでください。

2. オンデマンド配信に関する注意点

 動画コンテンツを端末にダウンロードしないでください。

 発表資料、参考資料など大会参加者専用サイトに掲載されている大会コンテンツを他人に提供しない

でください。
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第 33回日本生命倫理学会年次大会 プログラム

第1日目：11月27日（土）

9:00-10:30（ZOOMライブ配信）

ミーティングルームA 公募ワークショップ01（土-A-1）

地域における臨床倫理支援

オーガナイザー： 竹下 啓（東海大学医学部）

報告者： 三浦 靖彦（東京慈恵会医科大学附属柏病院）

長尾 式子（北里大学看護学部）

堂囿 俊彦（静岡大学学術院人文社会科学領域）

神谷 惠子（神谷法律事務所）

10:40-12:10（ZOOMライブ配信）

ミーティングルームA 公募シンポジウム01（土-A-2）

臨床倫理コンサルテーションの境界を探る

オーガナイザー： 瀧本 禎之（東京大学大学院）

長尾 式子（北里大学）

東海大学医学部付属病院における臨床倫理コンサルテーションの境界

竹下 啓（東海大学医学部）

東京慈恵会医科大学附属柏病院における臨床倫理コンサルテーションと、その境界

三浦 靖彦（東京慈恵会医科大学）

関西医大総合医療センターでの臨床倫理コンサルテーションの境界

金田 浩由紀（関西医科大学）

北里大学病院における臨床倫理コンサルテーションの境界

長尾 式子（北里大学）

ミーティングルームB 公募ワークショップ02（土-B-2）

希少難治性疾患の ELSIの現在

オーガナイザー： 山本 圭一郎（国立国際医療研究センター）

松井 健志（国立がん研究センター）

報告者： 河村 裕樹・鈴木 将平（一橋大学・国立国際医療研究センター）

高井 ゆと里（石川県立看護大学）

渡部 沙織（東京大学医科学研究所）

ミーティングルームC 公募ワークショップ03（土-C-2）

中・高・大学連携におけるバイオエシックス教育 －第 2弾－

オーガナイザー： 丸山 マサ美（九州大学大学院医学研究院）

報告者： 鈴木 美香 （京都大学 iPS細胞研究所）

川勝 和哉 （兵庫県立姫路東高等学校）

丸山 マサ美 （九州大学大学院医学研究院）
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第 2日目 1１月２８日（日） 

ミーティングルーム A ミーティングルーム B ミーティングルーム C 学会ミーテイング 

9:00-10:30 

公募ワークショップ05(日-A-1) 

新型コロナウィルス(COVID-19)

パンデミックと当事者・市民協

働参画～「命の選別」に関する

徹底討議～ 

公募ワークショップ06(日-B-1） 

小児医療におけるアドバンス 

ケア プランニングの理念定義

とその主体の曖昧さ 

研究開発委員会企画（日-C-1） 

若手優秀賞候補者セッション 

10:30-10:40 休憩 

10:40-12:10 

公募シンポジウム05(日-A-2) 

COVID-19と終末期医療 

-日本、韓国、台湾と英米の比較

を通して-

公募シンポジウム06(日-B-2) 

先進生命科学技術のデュアルユ

ース問題と倫理規範の在り方 

研究開発委員会企画（日-C-2） 

若手論文奨励賞受賞者を囲んで 

12:10-14:00 12:20-13:50
総会 

昼食 

14:00-15:30 

学会企画シンポジウム（日-A-3） 

終末期と看取りの転換期？ 

熟議と設計を問い直す 

公募シンポジウム07(日-B-3) 

安楽死法と「私生活の権利」 

―生命の権利と人間の尊厳 

公募ワークショップ07(日-C-3) 

患者・市民が参画するアーカイ

ブ構築と歴史的ELSI研究 

15:30-15:40 休憩 

15:40-17:10 

公募ワークショップ08(日-A-4) 

生命倫理学の転換期 

～ ＜20 世紀生命倫理学の地

平＞を今世紀にどう生かすか？

自己決定か公共選択かをめぐっ

て!! 

公募シンポジウム08(日-B-4) 

現代移植ツーリズムのリアリティ 

ー渡航移植と診療拒否― 

公募ワークショップ09(日-C-4) 

これからの患者市民参画を考え

る  

―2つの着眼点「ベネフィット」

「患者市民の位置付けと役割」

を拠り所にして 




